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はじめに

本連載は、Visual Basic.NET（以下VB.NET）の標準

コントロールにスポットを当て、とことん使い込んで、

その機能や役割を探ってゆきます。

前回は、Buttonコントロールの役割やイメージの表示、

テキストの配置などについて説明しましたが、横道にそれ

てばかりいてページを使い切ってしまいました。

こんな行き当たりばったりのことではいけないと反省

しつつ、今回はButtonコントロールの本来の機能である

「イベントを発生させる」という部分に焦点を絞り、VB.NET

でのイベントの定義について見てゆこうと思います。

イベント

前号でも話しましたが、「イベント」とはユーザーの操

作やプログラムロジックによるアクションの発生を表わ

します。イベントは、送信元であるオブジェクトから発

信され、受信側のオブジェクトはそれをキャプチャーし、

そのイベントに見合った処理を行なうことになります。

まずはこれらの送信元と受信側が、VB.NETではどの

ように定義されているかを、Buttonコントロールをひと

つ配置しただけのフォームで見てみましょう。

WithEventsキーワード

図1は、このForm1クラスのコードの一部です。

#Regionディレクティブで隠されているブロックを開い

ています（Check!：「#Regionディレクティブ」を参照）。

この図の一番上の選択されている行、これがButtonコン

トロールのイベントを定義している部分です。

Friend WithEvents Button1 As System.Windows.Forms.Button

ここではButton1というオブジェクト変数が、With

Eventsキーワードを使って宣言されています。With

Eventsキーワードを付けて宣言されたオブジェクト変数

は、その変数が「イベントを発生させることのできるイ
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ンスタンスを参照していますよ」ということを表わしま

す。言い換えれば、Button1がイベントを発生させるオ

ブジェクト、すなわち“イベントの送信元”であるとい

う宣言です。

Handlesキーワード

次に、図1の下にあるButton1_Clickイベントプロシー

ジャを見てみましょう。

Private Sub Button1_Click(ByVal sender As Object, _
ByVal e As EventArgs) Handles Button1.Click

End Sub

このプロシージャ宣言の末尾には、Handlesキーワー

ドで“Button1.Click”というイベントが指定されていま

す。Handlesキーワードを使用すると、「WithEventsキ

ーワードで宣言されたオブジェクト変数が発生させる特

定のイベントをプロシージャに処理させる」ことができ

ます。これは、このプロシージャが「Button1が発生さ

せたイベントに応答する受信側」であることを定義する

ものです。

Handlesキーワードで受信側とするプロシージャの名

称は何であろうと構いません。VB.NETのIDEが自動生

成した図1のButton1_Clickというプロシージャ名を

“ClickedTheButton”にしようが、極端な例ですが

“Button2_Click”にしようが、［Button1］ボタンがクリ

ックされれば、そのイベントプロシージャが実行される

ことになります（図2）。

ただひとつの制限としては、プロシージャのパラメー

タ型を、処理するイベントの型と一致させる必要がある

ということです。

IDEが自動生成した、Buttonコントロールを配置した

フォームのコードでは、WithEventsキーワードと

Handlesキーワードを使用して、イベントの送信元と受

信側の定義を行なっていることがおわかりいただけたと

思います。

イベントのパラメータ

ここで、イベントのパラメータについて話しておきま

しょう。.NETでのイベントのパラメータは、「イベント

を発生させたオブジェクト」と「そのイベントのデータ

を保持するクラス」の2つに統一されています。

IDEが自動生成したButtonコントロールのClickイベ

ントプロシージャのパラメータは、「sender」というイベ

ントの送信元であるオブジェクト（Buttonコントロール

のインスタンス）と、「System.EventArgs」というクラ

スになっています。

このEventArgsというのは、そのイベントに関連する

データを格納するクラスの基本クラスです（図3）。Click

イベントプロシージャの場合では、イベントに関連する

データがないため、この基本クラスがそのまま使われて

いますが、たとえばMouseDownイベントプロシージャ

の場合では、

図1：Form1クラスのコード 図2：イベントの定義

Private Sub Button1_Click(ByVal sender As System.Object, _
ByVal e As System.EventArgs) Handles Button1.Click

End Sub

オブジェクトのイベントと、
それを処理するイベントプロシージャを関連付け

Friend WithEvents Button1 As System.Windows.Forms.Button

WithEventsキーワードを使用した宣言で、
イベント発信元オブジェクトの参照を定義

イベント�
発生！�




